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　　　芦屋町に　　　  いつでも来てっちゃ～　　　芦屋町に　　　  いつでも来てっちゃ～

観光協会会長　吉岡学さん

　芦屋町観光　　  協会に聞いた！

　観光スポットや店舗などの案内、

ＳＮＳを活用した情報発信、海浜

公園やレジャープールの管理運営、

その他各種団体と連携したイベン

ト事業を行っています。

観光協会とは観光協会とは

　町補助事業や町受託事業を確実に

行い､なにより自主財源を確保する

ための収益事業を今より積極的に取

り組まねばならないと思っています。

さらに会員の皆さまへ還元できるよ

うな施策に取り組んでいきたいです。

今後の課題今後の課題

　町内外の事業所や個人

が会員となっています。

現在団体個人合わせて90

人。（会員募集中です！）

協会会員協会会員

特集担当　長島議員

　芦屋町の観光協会さんに話を聞きました。　芦屋町の観光協会さんに話を聞きました。

　芦屋町にはたくさんの観光資源があります。しかし、　芦屋町にはたくさんの観光資源があります。しかし、

観光協会はマンパワーが不足し、また財源が不足して観光協会はマンパワーが不足し、また財源が不足して

いるという現状です。いるという現状です。

　自主財源の確保のためにも、協会や自治体、地域住　自主財源の確保のためにも、協会や自治体、地域住

民、事業所の連携・協力が不可欠です。議会もしっか民、事業所の連携・協力が不可欠です。議会もしっか

り連携していきたいと思います。り連携していきたいと思います。

　型にはまらないような、

ある意味民間的な視点で

より良い観光施策を期待

しています。

町へひとこと町へひとこと
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　　　芦屋町に　　　  いつでも来てっちゃ～　　　芦屋町に　　　  いつでも来てっちゃ～

　芦屋町観光　　  協会に聞いた！特
集

　宿泊業と町の観光は深い関わりがあります。秋以降は、宿泊客が多く

なってきますが、帰り際に地元の海産物を買える所をよく聞かれます。

近くに直売所などがあればおすすめしたいのですが、今はまだそういっ

た施設がないので残念ながら案内しにくいのが現状です。

　マリンテラスでは座敷や会議室を開放してマルシェや旅一座の公演な

ど皆さまが集える企画を考えています。個人的には今の芦屋町の雰囲気

が好きなので芦屋町が変わりすぎるよりこのままでいいのかなと思いま

すし、住み続けたいとも思っています。私のイチ押しは仕事帰りに芦屋

橋から見る夕暮れ時の空と景色のシルエットです。

マリンテラスあしや支配人

小野裕幸さん

マリンテラスあしやのマリンテラスあしやの

支配人にも聞いたっちゃ！支配人にも聞いたっちゃ！
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・あしや体験隊（北さん）

・はまゆう自生地（後藤さん）

・海水浴場から見る夕日

（前田さん）

・リニューアルする芦屋釜の里

（天野局長）

私のイチ押し私のイチ押し
　世代交代も考え人を雇いたいの

ですが、財源が不足しています。

今後いかに自主財源の確保ができ

るかがカギ。マンパワーが不足し

ているため事業の仕分け、選別も

必要かと思います。自然や歴史的

な資源が豊富ですが、十分に活用

できているとは言えません。

今後の課題今後の課題

　今後とも皆さんが安心して来町で

きるように町の観光スポットや商店

街の管理、整備を引き続きお願いしま

す。それとレンタサイクルの電動自転

車を増やしたいです！

町へひとこと町へひとこと

観光協会職員　　

（左から前田さん、天野局長、後藤さん、北さん）
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町民の暮らしに町民の暮らしに

・電気料金等支援給付金

・生活応援商品券発行（２回分）

・高齢者・障がい者福祉施設等支援金

・電力・ガス・食料品等価格高騰重点支

　援給付金

・子育て世帯生活支援特別給付金

【国・町独自支援総額】５億５８０３万円

生活応援等支援事業

・飲食直売機能導入アドバイザー業務

・芦屋港活性化機運醸成事業業務委託

・活性化組織形成アドバイザー業務

・プロジェクトリーダー業務

・観光地域づくりＤＭＯ支援業務

・地域活性化起業人派遣負担金など

【金額】５６５５万円

芦屋港活性化推進事業

　国指定重要文化財の「芦
あしやあられじしんなりがま

屋霰地真形釜」

を収蔵・展示する施設が完成しました。

施設の展示環境を整え、11 月１日にリ

ニューアルオープンし、重要文化財の芦

屋釜を公開します。

【金額】４億８２９７万円

芦屋釜の里収蔵展示施設改修

寄り添った施策を評価寄り添った施策を評価
一般会計９７億４３５２万円前年度比約４億円増

　芦屋小学校、芦屋中学校体育館の照明
ＬＥＤ化工事が行われました。

　令和６年度までに全ての小学校体育館

の照明がＬＥＤ化される計画です。

【金額】１９０５万円

小中学校体育館ＬＥＤ化
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町民の暮らしに町民の暮らしに
計画的な事業の推進へ令和５年度決算

　タウンバス運行業務のほかに、バスの
運行情報などがわかるバスロケーション

システムの導入やバス車両（１台）、新

紙幣対応検定器を購入しました。利用者

の利便性の向上などにより、前年よりも

利用者は増加しています。

【金額】９２８９万円

タウンバス関連事業

　町民の日常生活の安全を支える町道の

維持管理を路面性状調査などを行い管理

しています。

　主な事業内容は、道路の改良や整備、

防草対策、側溝や水路の浚
しゅんせつ

渫などがあり

ます。

【金額】５３３４万円

道路新設改良事業

　総合体育館は運動される人だけでな

く、学習室の利用など多くの人が利用さ

れています。また、指定避難所でもあり、

車いすや足の不自由な人でもスムーズに

移動できるようにスロープ屋根などの設

置工事を行いました。

【金額】２７６１万円

総合体育館スロープ屋根設置

　芦屋海浜公園、夏井ヶ浜はまゆう公園はきれ

いに管理・整備されていて人と触れ合いやすく

安心して散歩に行くことができます。足湯やベ

ンチで囲んでくつろげる場所があればもっと楽

しくなるかなと思います。芦屋町のさまざまな

支援も家計負担が軽減されとても助かっていま

す。美しい砂、海、夕陽の町なのでもっと他県

から遊びに来てもらえるようにカヤックなどで

きる公園になればと思います。
藤川京一郎さん藤川京一郎さん

住民の声住民の声
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 ９月
定例会

◆�

芦
屋
鋳
物
師
後
継

候
補
者
募
集
選
定

昨
年
度
は
13
人
の
応
募
が
あ

り
、
３
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
に

絞
っ
て
選
考
し
た
が
、
採
用
に
至

ら
な
か
っ
た
。
今
年
度
は
鋳
物
師

の
仕
事
を
紹
介
す
る
動
画
を
求
人

サ
イ
ト
に
載
せ
た
こ
と
も
功
を
奏

し
、
今
の
と
こ
ろ
30
人
の
応
募
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
選
考
し
て
い
く
。

２
人
の
採
用
を
予
定
し
て
い

る
。
独
立
し
た
２
人
の
鋳
物

師
が
い
る
の
で
、
そ
の
下
で
学
ん

で
も
ら
う
予
定
と
し
て
い
る
。

山田洋子さん（70 歳代）

マリンテラスから観る

芦屋海岸の風景。

◆
芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
・

　�

北
九
州
市
営
バ
ス  

町
内
１
０
０
円
運
賃

運
賃
を
１
０
０
円
と
す
る

期
間
の
延
長
は
。

令
和
６
年
度
末
ま
で
延
長

し
た
。
協
議
会
で
再
検
討

し
、
令
和
５
年
度
、
６
年
度
の
利

用
者
数
、
利
用
率
に
よ
り
令
和
７

年
度
の
延
長
を
決
定
す
る
。

問答

町内を走る北九州市営バス

問答

◆
遠
賀
郡
広
域

　
　
　
電
子
図
書
館

　

電
子
図
書
館
の
利
用
状
況

は
ど
う
か
。

令
和
５
年
度
は
４
町
合
計

で
約
４
０
０
０
冊
の
貸
し

出
し
が
あ
り
、
芦
屋
町
は
７
５
９

冊
で
約
16
％
の
利
用
が
あ
る
。

図
書
カ
ー
ド
を
保
有
し
て

い
る
人
は
自
動
的
に
登
録

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度

末
で
４
６
５
３
人
で
あ
る
。

　
し
か
し
ロ
グ
イ
ン
数
は
１
７
３

人
と
少
な
い
の
で
今
後
も
周
知
し

て
い
く
。

問答

一言インタビュー

芦屋町のおすすめ
スポットは？

決
算

問

登
録
者
数
は
。

答

問
採
用
予
定
人
数
は
。

答

厳
し
い
財
政
の
中

　
　
　
暮
ら
し
を
守
る
決
算

本
田
　
浩 

議
員

　
前
年
度
は
コ
ロ
ナ
が
５
類

と
な
り
芦
屋
町
の
活
動
が

戻
っ
た
。
歳
入
は
税
の
徴
収

強
化
で
、
個
人
町
民
税
や
軽

自
動
車
税
の
滞
納
繰
越
分

収
納
率
が
10
％
程
度
向
上
。

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
収
入
は
基

金
・
各
種
事
業
・
物
価
高
騰

な
ど
に
10
・
４
億
円
を
繰
り

入
れ
て
い
る
。
歳
出
は
芦
屋

町
独
自
の
支
援
策
が
町
民
の

安
全
・
安
心
と
な
り
、
引
き

続
き
の
防
災
士
育
成
に
よ
り

防
災
士
が
誕
生
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
評
価
し
賛

成
す
る
。

賛
成

９月６日～ 20 日 特
集

９

月

定

例

会

令
和
５
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

決
算
こ
こ
は

      

ど
う
な
っ
て
い
る

？

？

・質疑とは

アッシーの
　議会豆知識

　議会で審議する案

件を本会議や委員会

でただすこと。

応
募
の
状
況
は
。

⑥議会だよりあしや令和 6年 11 月 25 日　第 223 号



◆�

国
民
健
康
保
険
証

の
廃
止

　
本
年
12
月
２
日
か
ら
、
国
の
法

改
正
に
よ
り
既
存
の
保
険
証
が
廃

止
さ
れ
ま
す
。
改
正
内
容
は
保
険

証
の
廃
止
に
伴
い
、
一
部
条
例
を

改
正
し
ま
す
。

　
今
後
の
保
険
証
の
運
用
は
12
月

１
日
ま
で
に
保
険
証
を
取
得
し
た

人
は
保
険
証
の
有
効
期
限
で
あ
る

令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
は
引
き

続
き
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
12
月
２
日
以
降
、
新
規

に
国
保
に
加
入
さ
れ
る
人
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
を

紐
付
け
し
て
い
る
人
は
マ
イ
ナ
保

険
証
、
紐
付
け
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
資

格
確
認
書
を
交
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

まやさん（60 歳）

旬の食材を使った料

理が食べれるお店、

いっぱいあります！

国
の
法
改
正
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
条
例
改
正

萩
原
　
洋
子 

議
員

　
国
民
健
康
保
険
証
廃
止
の

条
例
改
正
に
賛
成
す
る
理
由

は
、
①
国
の
法
改
正
に
伴
う

も
の
で
あ
る
、
②
マ
イ
ナ
保

険
証
の
人
に
は
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
る
、

③
紐
づ
け
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
な
く
て
も
資
格
確

認
書
が
交
付
さ
れ
受
診
で
き

る
、
④
医
療
費
の
減
少
な
ど

被
保
険
者
の
得
ら
れ
る
は
ず

の
メ
リ
ッ
ト
を
妨
げ
る
べ
き

で
は
な
い
、
⑤
町
は
被
保
険

者
が
混
乱
し
な
い
よ
う
正
し

い
情
報
提
供
す
る
考
え
が
あ

る
。
以
上
、
５
つ
の
こ
と
か

ら
賛
成
す
る
。

賛
成

マ
イ
ナ
保
険
証
の
取
得
率

や
利
用
率
は
。

６
月
現
在
の
マ
イ
ナ
保
険

証
登
録
者
は
59
・
9
％

（
１
５
２
８
人
）、
利
用
率
は
９
・

１
％
と
な
っ
て
い
る
。

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
故
障

や
暗
証
番
号
を
忘
れ
た
場

合
の
医
療
機
関
の
対
応
は
。

過
去
の
受
診
歴
か
ら
推
測

す
る
な
ど
紙
保
険
証
が
な

く
て
も
１
～
３
割
の
自
己
負
担
の

み
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

顔
認
証
に
よ
る
不
正
使
用

の
防
止
、
医
療
証
の
資
格

に
変
更
が
生
じ
て
も
引
き
続
き
保

険
証
と
し
て
利
用
が
可
能
。

　
ま
た
医
療
費
の
減
少
、
限
度
額

認
定
証
の
提
出
不
要
、
過
去
の
特

定
検
診
の
結
果
や
医
療
情
報
が
共

有
で
き
る
。

問答問答問答

　

マ
イ
ナ
保
険
証
は
撤
回
を

　
　
　  

川
上
　
誠
一 

議
員

　
現
在
の
紙
の
保
険
証
を
廃

止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
健
康
保
険
証
の
み
を
利

用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

議
案
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
保
険

証
を
巡
る
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル

が
全
国
で
多
発
し
、
個
人
情

報
漏
え
い
の
不
安
も
払
拭
さ

れ
て
い
な
い
。
町
で
も
利
用

率
は
９
・
１
％
し
か
な
く
、

12
月
２
日
に
紙
の
保
険
証
が

廃
止
さ
れ
れ
ば
混
乱
が
起
こ

る
こ
と
は
明
ら
か
。
国
の
調

査
で
も
８
割
が
保
険
証
廃
止

に
否
定
的
な
回
答
で
あ
る
。

多
く
の
住
民
は
マ
イ
ナ
保
険

証
に
不
安
を
感
じ
て
お
り
、

紙
の
保
険
証
の
廃
止
を
望
ん

で
い
な
い
。
住
民
の
不
安
の

声
に
背
を
向
け
、
国
に
追
随

す
る
議
案
に
反
対
す
る
。

反
対

特
集

９

月

定

例

会

令
和
５
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告
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井下田満さん（40 歳代）

緑ヶ丘グラウンドの

桜並木。穴場です。

一言インタビュー

　議案の賛否を掲載しています。掲載のない議案は、満場一致で可決されました。

意見がわかれた議案の賛否一覧

○：賛成、×：反対を表しています。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 中
西
田
中
香
田
長
島
萩
原
本
田
松
岡
貝
掛
妹
川
辻
本
川
上
内
海

芦屋町国民健康保険条例の一部を改正する条例の
制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ー ９ ２ 可決

福岡県と遠賀郡芦屋町との間の芦屋港港湾施設の
事務の委託に関する規約の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ー ９ ２ 可決

福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に
関する協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ー ９ ２ 可決

令和６年度芦屋町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ー 10 １ 可決

令和５年度芦屋町一般会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ー ９ ２ 認定

令和５年度芦屋町国民健康保険特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ー ９ ２ 認定

令和５年度芦屋町後期高齢者医療特別会計決算の
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ー ９ ２ 認定

芦屋町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の
制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ー 10 １ 可決

※議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。

　ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

今定例会では 18議案が上程されました。９月定例会

◆
あ
し
や
砂
像
展���

　�

実
行
委
員
会
補
助
金

　
　
　（
補
正
額
：
４
７
６
万
円
）

　
人
件
費
や
物
価
高
騰
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
あ
し
や
砂
像
展
実
行

委
員
会
補
助
金
を
増
額
し
ま
す
。

増
額
す
る
補
助
金
は
何
に

充
て
る
の
か
。

主
に
型
枠
設
置
な
ど
の
会

場
設
営
や
花
火
な
ど
に
か

か
る
委
託
料
で
あ
る
。

入
場
料
を
１
０
０
円
値
上

げ
す
る
と
収
入
見
込
み
は
。

天
候
に
も
よ
る
が
約
４
５
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

補
正

問答問答

特
集

９

月

定

例

会

令
和
５
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

型枠設置作業風景

芦屋町のおすすめ
スポットは？
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泓幸江さん（30 歳代）

目の前に海が広がる

道（夏井ヶ浜）

その景色が大好き！

続
　
ど
う
な
る
、
レ
ジ
ャ
ー
港
!!

一
歩
前
進
、
今
後
も
注
視

注目

行ってみたいっちゃ！

◆�

芦
屋
港
港
湾
施
設

の
事
務
の
委
託
に

関
す
る
規
約

　
芦
屋
港
レ
ジ
ャ
ー
港
化
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
福
岡
県
が
管
理
し

て
い
る
芦
屋
港
活
性
化
推
進
区
域

内
の
施
設
の
管
理
・
運
営
事
務
を

芦
屋
町
が
引
き
継
ぐ
た
め
の
規
約

で
す
。
主
に
、
委
託
さ
れ
る
管
理

事
務
の
範
囲
や
そ
の
方
法
、
県
と

の
協
議
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

芦
屋
港
活
性
化
推
進
区
域

内
の
施
設
と
は
。

海
釣
施
設
、
１
号
上
屋
、

ボ
ー
ト
パ
ー
ク
、
そ
れ
に

付
随
す
る
駐
車
場
な
ど
で
あ
る
。

ボ
ー
ト
パ
ー
ク
は
そ
の
経

緯
を
踏
ま
え
て
、
県
が
管

理
を
行
う
よ
う
、
県
と
交
渉
し
て

町
の
財
政
負
担
軽
減
を
は
か
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
交

渉
は
行
っ
て
い
る
か
。

令
和
元
年
に
制
定
さ
れ
た

「
芦
屋
港
活
性
化
基
本
計

画
」
で
は
レ
ジ
ャ
ー
港
化
に
関
わ

る
施
設
は
芦
屋
町
が
管
理
を
担
う

こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

「
町
が
管
理
す
る
」
方
向
で
協
議

を
進
め
て
い
る
。

問答問答

ボートパーク建設予定地

　

賛
同
は
得
ら
れ
な
い

　
　
　  

妹
川
　
征
男 

議
員

　
芦
屋
港
湾
内
の
ボ
ー
ト

パ
ー
ク
は
、
不
法
係
留
船
を

主
に
受
け
入
れ
先
と
し
て
設

置
す
る
施
設
で
あ
り
、
福
岡

県
が
直
営
し
管
理
運
営
を
行

う
べ
き
で
あ
り
、
芦
屋
町
が

県
か
ら
事
務
を
委
託
さ
れ
る

筋
合
い
の
も
の
で
は
な
い
。

過
去
、
玄
海
リ
ゾ
ー
ト
は
議

員
有
志
や
町
民
の
反
対
に

よ
っ
て
破
綻
し
た
。
こ
の
苦

い
経
験
を
教
訓
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
に
町
が
受
け

入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

町
民
の
賛
同
を
得
る
ど
こ
ろ

か
、
負
の
遺
産
を
子
々
孫
々

に
強
い
る
こ
と
に
な
る
。

反
対

海
浜
地
区
の
整
備
に
よ
り

交
流
人
口
増
・
活
性
化
に
も

つ
な
が
る

辻
本
　
一
夫 

議
員

　
レ
ジ
ャ
ー
港
化
計
画
は
観

光
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
し
て
整

備
し
、
海
浜
公
園
も
含
め
て

海
辺
の
魅
力
向
上
を
は
か

り
、
交
流
人
口
を
増
や
そ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
議

案
は
ボ
ー
ト
パ
ー
ク
と
海
釣

施
設
な
ど
の
芦
屋
港
活
性
化

推
進
区
域
内
の
施
設
管
理
を

請
け
負
う
事
務
委
託
の
規
約

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
１
号
上

屋
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
段
階
に
入
る
の
で
、
実
現

に
向
け
て
必
要
な
こ
と
で
あ

り
賛
成
す
る
。

賛
成

特
集

９

月

定

例

会

令
和
５
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

⑨ 議会だよりあしや令和 6年 11 月 25 日　第 223 号



　９月９日、１０日に６人が一般質問を行いました。
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針などの

所信を聞き、報告や説明を求め、疑問点をただすことです。

ページ 質問議員 質問事項

11 松岡 　泉

◎ 認知症対策

◎ 交通安全対策

◎ 食品ロス削減の推進

12 本田 　浩 ◎ 芦屋町公共施設等総合管理計画　　

13 川上 誠一

◎ 命に関わる危険な暑さ対策　

◎ 補聴器助成制度

○ 自衛隊への名簿提供問題

14 中西 智昭 ◎ 遠賀川下流域の漂着ごみ

15 萩原 洋子

◎ 南海トラフ地震の影響

◎ 粟屋地区の交通安全対策

◎ 会計年度任用職員の処遇改善

16 妹川 征男
◎ 副教材費の完全無償化

◎ 老人憩の家廃止

　◎：記事掲載あり　　　○：記事掲載なし

　議会だよりは要約しています。詳しくはホームページの会議録や録画中継でご確認ください。

特
集

９

月

定

例

会

令
和
５
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告
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町政を問う
一般質問

一般質問会議録

質
問
者

質
問
者

質
問
者

質
問
者

質
問
者

質
問
者



認
知
症
の
人
に
対
す
る
適
切

な
接
し
方
を
身
に
付
け
、
認

知
症
の
人
の
行
動
・
心
理
症
状
発
生

を
抑
制
す
る
た
め
の
ケ
ア
技
法
、
ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
あ
な
た
を
大
事
に

思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
見
る
・
話

す
・
触
れ
る
・
立
つ
の
４
つ
の
柱
で

相
手
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
届
け
る

技
法
）
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
普
及

に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

普
及
さ
せ
る
こ
と
は
今
後
の

認
知
症
対
策
に
有
効
で
あ
る

と
考
え
る
。
研
修
会
な
ど
に
参
加
し

相
談
対
応
な
ど
に
生
か
し
て
い
く
。

行
方
不
明
者
対
策
と
し
て
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
付
し
た
シ
ー
ル
を
貼

り
付
け
る
こ
と
は
ど
う
か
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
個
人
情
報
も

わ
か
ら
な
い
の
で
い
っ
そ
う

良
い
も
の
に
な
る
と
思
う
。

交
通
安
全
対
策
と
し
て
の
環

境
の
整
備
は
交
通
安
全
推
進

協
議
会
で
討
議
さ
れ
て
い
る
が
、
町

の
交
通
安
全
対
策
の
基
本
的
な
考
え

を
基
本
条
例
に
よ
り
示
す
べ
き
で
は
。

芦
屋
町
交
通
安
全
推
進
協
議

会
で
討
議
し
決
定
し
た
改
善

要
望
は
警
察
や
道
路
管
理
者
な
ど
関

係
機
関
に
要
請
し
、
交
通
安
全
基
本

条
例
の
策
定
は
予
定
し
て
い
な
い
。

粟
屋
区
公
民
館
前
の
信
号
機

が
黄
色
点
滅
か
ら
青
色
に
変

更
さ
れ
た
が
、
交
通
安
全
確
保
の
不

安
は
払
拭
で
き
て
い
な
い
。
粟
屋
区

長
か
ら
の
改
善
要
望
へ
の
対
応
は
。

８
月
下
旬
に
補
助
信
号
機
の

移
設
に
つ
い
て
の
要
望
書
が

提
出
さ
れ
、
折
尾
警
察
署
と
協
議
・

検
討
を
始
め
て
い
る
。

消
費
者
庁
は
昨
年
、
21
年
度

の
食
品
ロ
ス
に
よ
る
経
済
損

失
を
年
間
４
・
３
兆
円
と
発
表
し
た
。

町
は
食
品
ロ
ス
削
減
の
意
義
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
の
か
。

持
続
可
能
社
会
実
現
た
め
の

大
切
な
取
り
組
み
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
廃
棄
物
や
二
酸
化
炭

素
の
発
生
抑
制
が
は
か
ら
れ
る
ほ
か
、

家
計
負
担
の
軽
減
も
期
待
さ
れ
る
。

消
費
者
庁
は
、
食
品
を
買
い

す
ぎ
な
い
、
作
り
す
ぎ
な
い
、

使
い
切
る
分
だ
け
買
う
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
示
し
た
小
冊
子
を
発
表
し
て
い

る
が
。目

移
り
す
る
ほ
ど
の
資
料
が

出
回
っ
て
い
る
。
資
料
の
情

報
を
周
知
す
る
方
法
で
啓
発
す
る
。

認知症対策

認知症の人のケアは

知識を深め、適切に対応
福祉課長

答答

答

問問

答 答

問

答

問

問

家庭から廃棄される食品

録画中継

松松ま

つ

お

か

ま

つ

お

か
岡岡    

泉泉
い
ず
み

い
ず
み

交
通
安
全
対
策

食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進

問

特
集

９

月

定

例

会

令
和
５
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告
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芦
屋
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画(

以
下
、
総
合
管
理

計
画)

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

公
共
施
設
な
ど
の
利
用
需
要

の
変
化
を
把
握
し
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
管
理
を
推
進
を
す
る
た

め
の
計
画
で
あ
る
。

具
体
的
な
数
値
目
標
・
期
間
・

対
象
施
設
は
。

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
28
年

度
ま
で
の
30
年
間
で
、
建
築

系
公
共
施
設
の
延
べ
床
面
積
を
25
％

削
減
す
る
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

計
画
を
進
め
る
と
町
民
の
暮

ら
し
や
地
域
は
ど
う
な
る
の
か
。

プ
ラ
ス
の
影
響
は
「
サ
ー
ビ

ス
の
効
率
化
と
質
の
向
上
」

「
財
政
の
健
全
化
」「
利
便
性
の
向

上
」、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
「
施
設

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
悪
化
」「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
」
が
あ
る
。

令
和
28
年
度
ま
で
の
数
値
目

標
25
％
削
減
の
達
成
は
。

人
口
規
模
な
ど
も
踏
ま
え
、

必
要
に
応
じ
集
約
化
な
ど
に

よ
り
目
標
達
成
に
向
け
取
り
組
む
。

プ
ー
ル
の
授
業
数
と
活
用
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

芦
屋
小
学
校
で
は
１
・
２
年
生

は
６
時
間
、
ほ
か
の
学
年
は

８
時
間
。ほ
か
の
小
学
校
は
８
時
間
。

山
鹿
小
学
校
で
は
天
候
不
良
で
予
定

の
半
分
程
度
の
時
間
で
あ
っ
た
。

総
合
管
理
計
画
で
の
25
％
削

減
数
値
の
達
成
に
プ
ー
ル
の

統
廃
合
は
ど
う
か
。
近
隣
町
で
「
屋

内
ス
イ
ミ
ン
グ
施
設
町
立
小
中
学
校

水
泳
授
業
民
間
委
託
」
と
報
道
が

あ
っ
た
。
屋
内
プ
ー
ル
は
暑
さ
対
策

や
冬
の
使
用
で
通
年
授
業
が
で
き
、

児
童
生
徒
が
使
用
し
な
い
時
間
帯
は

町
民
の
使
用
が
可
能
と
な
り
、
高
齢

者
の
病
気
予
防
や
健
康
増
進
に
つ
な

が
る
。
ま
た
公
共
施
設
の
削
減
に
つ

な
が
り
検
討
に
値
す
る
の
で
は
。

全
国
の
学
校
プ
ー
ル
は
老
朽

化
な
ど
で
施
設
の
維
持
管
理

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
町
内
の
学

校
プ
ー
ル
は
完
成
か
ら
50
年
以
上
が

経
過
し
改
修
し
な
が
ら
使
用
し
て
い

る
。
平
成
５
年
に
山
鹿
小
学
校
、
平

成
29
年
に
芦
屋
中
学
校
、
令
和
２
年

に
芦
屋
小
学
校
の
プ
ー
ル
改
修
を
し

て
い
る
。
プ
ー
ル
改
修
か
ら
経
過
年

数
が
短
い
た
め
現
時
点
で
プ
ー
ル
の

統
廃
合
を
検
討
す
る
予
定
は
な
い
。

芦
屋
東
小
学
校
は
民
間
に
委
託
し
て

授
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
か

ら
引
き
続
き
水
泳
授
業
の
在
り
方
を

研
究
し
て
い
く
。

問

答

問

本本ほ

ん

だ

ほ

ん

だ
田田    

浩浩
ひ
ろ
し

ひ
ろ
し  

芦屋町公共施設等総合管理計画

小・中学校プールの統廃合は

現時点で検討する予定はない
学校教育課長

答問答問答

使用されていない芦屋東小学校のプール

録画中継

問答 問答
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県
内
で
は
連
日
猛
暑
が
続
い

て
い
る
。
町
で
の
熱
中
症
患

者
の
救
急
搬
送
者
の
人
数
は
。

遠
賀
消
防
署
の
報
告
で
は
18

人
が
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
る
。

気
候
変
動
特
別
法
で
は
熱
中

症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
を
新

設
し
、
市
町
村
が
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
（
涼
み
処
）
を
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
が
町
は

ど
う
す
る
の
か
。

公
共
施
設
の
ロ
ビ
ー
で
暑
さ

を
し
の
ぐ
人
も
い
る
が
、
町

と
し
て
も
熱
中
症
被
害
が
生
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
来
年
度
に
啓
発
の
意

味
も
込
め
て
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
を
設
置
す
る
方
向
で
進
め
る
。

各
学
校
で
の
水
分
補
給
や
体

育
事
業
、
部
活
動
で
の
暑
さ

へ
の
対
応
は
。

水
分
補
給
は
生
徒
が
水
筒
を

持
参
し
休
み
時
間
に
補
給
し

て
い
る
。
体
育
行
事
や
部
活
動
で
は

水
分
補
給
・
塩
分
補
給
を
行
う
こ
と

や
練
習
時
間
の
短
縮
、
暑
さ
指
数
測

定
器
に
よ
る
判
断
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
体
育
館
で
は
大
型
扇
風
機
を
使

用
し
換
気
能
力
を
強
化
し
て
い
る
。

調
査
に
よ
る
と
水
筒
も
暑
さ

で
喉
が
渇
い
て
飲
み
干
し
て

し
ま
い
、
午
後
か
ら
の
水
筒
は
空
に

な
っ
て
い
る
状
態
も
あ
る
と
の
こ
と

だ
。
熱
中
症
や
感
染
対
策
と
し
て
学

校
が
自
動
販
売
機
の
水
を
無
料
で
配

付
し
て
い
る
町
も
あ
る
。
大
型
扇
風

機
だ
け
で
は
な
く
学
校
体
育
館
、
武

道
館
、
小
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
の
設

置
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

飲
料
水
の
自
動
販
売
機
に
よ

る
無
料
配
付
は
学
校
運
営
の

中
で
検
討
し
た
い
。
体
育
館
は
耐
熱

構
造
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
エ
ア

コ
ン
設
置
の
効
果
は
疑
問
で
あ
る
。

認
知
症
予
防
の
効
果
が
期
待

さ
れ
る
補
聴
器
購
入
の
助
成

制
度
の
開
始
は
、
い
つ
か
ら
か
。

令
和
７
年
４
月
の
開
始
に
向

け
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

対
象
年
齢
は
田
川
市
が
全
年

齢
を
対
象
と
し
て
い
る
。
助

成
金
額
は
田
川
市
や
小
竹
町
で
は

４
万
３
９
０
０
円
と
し
て
い
る
。

　
利
用
者
が
購
入
し
や
す
い
金
額
と

す
る
よ
う
、
先
行
自
治
体
を
参
考
に

実
施
す
べ
き
で
は
。

障
が
い
者
に
支
給
し
て
い
る

補
装
具
と
の
差
が
大
き
く
な

ら
な
い
よ
う
に
金
額
設
定
し
た
い
。

答 問

クーリングシェルターマーク（環境省）

答 問問答

問

答 問 答
補
聴
器
の
助
成
制
度

川川か

わ

か

み

か

わ

か

み
上上  

誠誠せ
い
い
ち

せ
い
い
ち一一  

録画中継

命に関わる危険な暑さ対策

住民への熱中症対策の強化は

涼み処などを設置する
環境住宅課長

問答
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遠
賀
川
下
流
域
に
漂
着
す
る

ご
み
の
現
状
把
握
と
回
収
・

撤
去
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

山
鹿
部
側
の
水
辺
の
里
や
ま

が
と
芦
屋
部
側
で
は
浜
崎
区

前
の
護
岸
に
漂
着
ご
み
が
見
ら
れ

る
。
特
に
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
の
中
に
入

り
込
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
回
収

撤
去
は
、
山
鹿
部
側
は
委
託
者
に
よ

る
毎
月
２
回
の
回
収
と
、
浜
崎
区
前

は
国
の
管
理
区
域
と
な
る
た
め
区
か

ら
の
要
請
を
受
け
遠
賀
川
河
川
事
務

所
が
回
収
し
て
い
る
。

水
量
が
増
加
す
る
梅
雨
時
期

か
ら
秋
ご
ろ
ま
で
、
多
く
の

ご
み
が
浜
崎
区
前
の
護
岸
に
漂
着
・

堆
積
す
る
状
態
で
あ
る
。
そ
れ
以
外

の
時
期
で
も
、
大
潮
・
強
風
時
に
堆

積
を
確
認
し
て
い
る
。

国
の
漂
着
ご
み
回
収
状
況
と

対
策
内
容
は
。

河
川
区
域
内
に
堆
積
し
た
ご

み
の
回
収
は
継
続
し
て
状
況

確
認
と
計
画
的
に
回
収
作
業
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
て
い

る
。
国
は
、
浜
崎
区
の
護
岸
改
修
の

計
画
を
検
討
し
て
お
り
、予
算
確
保
・

実
施
設
計
後
に
工
事
が
実
施
さ
れ
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

対
策
と
す
る
改
修
工
事
の
実

効
性
の
検
証
は
。

現
在
国
が
示
す
護
岸
改
修
工

事
を
進
め
、
工
事
実
施
後
は

十
分
な
実
効
性
が
得
ら
れ
た
か
の
検

証
を
す
る
。
高
い
効
果
が
得
ら
れ
な

い
場
合
に
は
次
な
る
方
策
を
検
討
す

る
と
担
当
課
長
も
明
言
を
し
て
い
る
。

現
在
の
予
定
で
は
令
和
６
年

度
中
に
実
施
設
計
を
行
い
、

令
和
７
年
度
に
工
事
施
工
の
予
定
と

聞
い
て
い
る
。
詳
細
は
進
め
て
行
く

中
で
そ
の
都
度
国
か
ら
情
報
提
供
さ

れ
る
も
の
と
確
認
し
て
い
る
。

台
風
や
大
雨
時
に
大
量
の
ご

み
が
海
へ
と
流
出
し
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
の
ご
み
を
町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

流
出
ご
み
を
削
減
さ
せ
る
た

め
河
口
堰ぜ
き

よ
り
上
流
で
の
ご

み
回
収
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
国
や
関
係
機
関
へ
働
き
か
け
て

い
く
。
国
、
県
と
も
に
遠
賀
川
流
域

の
21
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
「
遠
賀

川
水
系
環
境
保
全
・
再
生
推
進
委
員

会
」
で
も
河
川
一
斉
清
掃
な
ど
の
回

収
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問答問

答

答

問答

中中な
か
に
し

な
か
に
し西西

智智と
も
あ
き

と
も
あ
き昭昭  

遠賀川下流域の漂着ごみ

悩ませる川ごみ問題の今後は

国とともに川ごみ対策を行う
環境住宅課長

問

浜崎区前ごみ堆積状況

問答

録画中継

問答

浜
崎
区
の
ご
み
堆
積
状
況
は
。

改
修
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
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８
月
に
国
は
、
初
め
て
の
南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
を

発
表
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発

生
し
た
場
合
の
町
の
被
害
想
定
は
。

町
で
は
震
度
４
～
５
弱
を
想

定
し
て
い
る
。
震
度
４
は
ほ

と
ん
ど
の
人
が
驚
き
、
電
灯
な
ど
の

吊
り
下
げ
物
は
大
き
く
揺
れ
、
座
り

の
悪
い
置
物
が
倒
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
震
度
５
弱
は
大
半
の
人
が
恐
怖

を
覚
え
、
物
に
つ
か
ま
り
た
い
と
感

じ
る
。
棚
に
あ
る
食
器
類
や
本
の
落

下
、
固
定
し
て
い
な
い
家
具
の
移
動

や
不
安
定
な
も
の
は
倒
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
耐
震
性
が
低
い
木
造
住
宅
は

壁
な
ど
に
軽
微
な
ひ
び
割
れ
、
亀
裂

が
見
ら
れ
る
。
地
盤
は
亀
裂
や
液
状

化
、
斜
面
な
ど
は
落
石
や
崖
崩
れ
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。

町
は
日
向
灘
地
震
を
ど
う
捉

え
、
今
後
の
防
災
対
策
強
化
は
。

こ
の
地
震
を
重
く
受
け
止
め

て
職
員
へ
の
注
意
喚
起
や
情

報
収
集
、
不
測
の
事
態
に
備
え
て
き

た
。
今
後
は
年
２
回
の
避
難
訓
練
の

実
施
と
強
化
す
べ
き
事
項
の
調
査
・

検
討
、
自
助
・
共
助
の
周
知
に
努
め
、

避
難
訓
練
に
も
そ
の
視
点
に
立
っ
た

内
容
を
取
り
入
れ
た
い
。

６
月
に
粟
屋
公
民
館
前
で
交

通
死
亡
事
故
が
発
生
。
公
民
館

前
の
カ
フ
ェ
横
の
道
路
改
良
を
行
い

半
感
応
式
信
号
に
で
き
な
い
の
か
。

町
道
の
幅
員
を
広
げ
歩
行
者

の
滞
留
場
所
を
確
保
し
て
も

「
そ
の
他
交
通
量
、
隣
接
す
る
信
号

機
と
の
距
離
」
の
条
件
を
充
足
で
き

ず
信
号
機
の
変
更
は
困
難
で
あ
る
。

県
や
警
察
が
進
め
よ
う
と
考

え
て
い
る
安
全
対
策
は
。

警
察
は
信
号
の
黄
色
点
滅
の

解
除
、
パ
ト
カ
ー
な
ど
に
よ

る
取
り
締
り
強
化
、
県
は
速
度
制
限

に
効
果
的
な
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
引
く
。

農
耕
用
車
両
は
安
全
に
国
道
に

出
ら
れ
る
か
。
効
果
検
証
は
。

効
果
は
発
揮
す
る
と
考
え
る
。

一
定
期
間
後
に
関
係
者
か
ら

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
な
ど
し
、

そ
の
結
果
を
芦
屋
町
交
通
安
全
推
進

会
議
に
報
告
し
て
評
価
す
る
。

町
で
も
忌
引
き
、
夏
季
休
暇

を
設
定
す
る
考
え
は
。

国
の
通
知
や
近
隣
他
自
治
体

の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
適
切

に
判
断
し
た
上
で
対
応
し
た
い
。

問 答 問

答

南海トラフ地震の影響

南海トラフ地震時の震度は

町の想定震度は４～５弱
総務課長

避難訓練受付の様子

萩萩は
ぎ
わ
ら

は
ぎ
わ
ら原原

洋洋ひ

ろ

こ

ひ

ろ

こ子子

答

問

問答

録画中継

問答問 答

粟
屋
地
区
の

　
　
　
交
通
安
全
対
策

会
計
年
度
任
用
職
員

　
　
　
　
の
処
遇
改
善
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妹妹い
も
か
わ

い
も
か
わ川川

征征い

く

お

い

く

お男男  

録画中継

副教材費の完全無償化

憲法の理念に基づき無償化を

「はい」とは申し上げにくい
教育長

小
・
中
学
校
９
年
間
の
校
納

金
は
。

副
教
材
費
を
含
め
た
校
納
金

は
合
計
で
約
34
万
円
で
あ
る
。

副
教
材
費
を
完
全
無
償
化
し

た
場
合
、
予
算
額
は
。

副
教
材
も
物
価
高
で
高
額
化

し
て
お
り
、
子
育
て
家
庭
の

負
担
は
増
し
て
い
る
。
令
和
５
年
３

月
議
会
で
町
長
は
「
前
向
き
に
検
討

す
る
」
と
答
弁
。
憲
法
の
理
念
に
基

づ
き
、
完
全
無
償
化
を
進
め
て
は
。

一
律
の
補
助
は
公
平
性
の
観

点
で
問
題
が
あ
る
。
今
現
在

「
は
い
」
と
は
申
し
上
げ
に
く
い
。

町
は
昨
年
９
月
議
会
で
老
人

憩
の
家
廃
止
案
を
唐
突
に
発

表
し
、利
用
者
説
明
会
を
開
催
。「
責

任
あ
る
回
答
が
で
き
な
い
課
長
で
は

話
に
な
ら
な
い
。
町
長
が
出
席
し
、

廃
止
に
至
る
経
緯
を
直
接
説
明
す
べ

し
」
と
い
う
利
用
者
の
強
い
出
席
要

求
が
あ
っ
た
。
町
長
は
公
約
で
建
て

替
え
を
検
討
す
る
と
町
民
に
約
束
し

た
方
で
あ
り
、
２
回
目
の
説
明
会
に

な
ぜ
出
席
し
な
か
っ
た
の
か
。

私
が
右
と
い
え
ば
右
、
左
と

い
ば
左
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
（
政
策
）
会
議
で
、
意
見
を
集
約

し
て
結
論
を
出
し
た
こ
と
な
の
で
、

担
当
者
に
全
て
任
せ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
は
「
現

在
の
老
人
憩
の
家
の
建
物
は

老
朽
化
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
駐

車
場
の
整
備
が
さ
れ
て
お
ら
ず
高
齢

者
の
介
護
予
防
等
の
拠
点
と
し
て
利

用
す
る
の
が
難
し
い
」
な
ど
の
説
明

を
わ
ざ
わ
ざ
設
け
て
「
現
在
の
老
朽

化
し
た
老
人
憩
の
家
を
今
後
利
用
し

た
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
枕
言

葉
を
入
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
を

求
め
て
い
る
が
誰
が
考
え
た
の
か
。

福
祉
課
で
作
成
し
た
。「
老
朽

化
し
た
」
と
い
う
言
葉
を
項

目
に
記
載
す
る
必
要
は
な
か
っ
た

が
、
次
の
設
問
で
は
利
用
し
た
い
と

は
思
わ
な
い
理
由
も
聞
い
て
い
る
。

町
長
、
施
政
方
針
を
読
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

老
人
憩
の
家
の
建
て
替
え
計

画
の
策
定
を
進
め
る
（
元
年

６
月
）、
老
人
憩
の
家
の
見
直
し
に

向
け
、
令
和
元
年
度
に
策
定
を
予
定

し
て
い
る
老
人
憩
の
家
基
本
構
想
で

示
す
複
数
案
を
基
に
、
最
終
的
な
案

の
絞
り
込
み
を
行
う
（
２
年
３
月
）

答 問答 問
約
１
４
４
０
万
円
で
あ
る
。

答 問

答

問
老
人
憩
の
家
廃
止

問答

特
集

９

月

定

例

会

令
和
５
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

山鹿小学校４年生の副教材

問答
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　各正副委員長の７人で参加しました。前沖

縄県町村議会議長会事務局長の石垣安秀氏よ

り「委員会制度の役割と運営」をテーマに委

員長、副委員長の心構えなどをご教授いただ

き今後に生かします。　　　　　　　（長島）

委員長副委員長
研修会
日　程：８月 19 日（月）

　議会改革の一環として議会広報の充実に向け
て取り組んでいる水巻町議会から、白石議長は

じめ、議会運営委員会の皆さんが視察研修に来

られました。はじめは委員会進行の見学、その

後質疑応答を行いました。広報委員会設置の経

緯から具体的なレイアウト、問題点などの質問

があり、長島委員長が懇切丁寧に回答しました。

意見交換の時間もあり、お互い屈託のない意見

が出され大変有意義な研修でした。　　（貝掛）

　　議会広報委員会
水巻町議会視察受け入れ

日　程：７月 19 日（金）

視察の様子

議会録画中継配信中
　詳しくは、芦屋町ホームページをご覧くだ

さい。なお、配信は本会議終了から７日後（土

日祝日のぞく）です。

録画中継ページ録画中継で見た表決の様子

議会を傍聴しませんか !
　議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の

ひとつです。ぜひお越しください。

詳細は議会事務局にお問い合わせください。

TEL 093-223-3579

次回の定例会は
12 月５日開会予定

　ようやく猛暑も和らぎ、町民一同が集まる歴

史ある町民体育祭がやってまいりました。５年

ぶりに議会全員張り切って参加しました。

　各区のテントからあふれる笑顔や声援に、温

もりと感動をいただきました。当たり前にでき

ることの大切さも再認識いたしました。

　来年もみんな元気で会いましょう！

（田中）

種目参加メンバー

町民体育祭
日　程：10 月 13 日（日）

場　所：芦屋町議会第３委員会室

場　所：総合運動公園中央グラウンド

特
集

９

月

定

例

会

令
和
５
年
度
決
算

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

　近年の地方議員のなり手不足という課題か

ら地方自治法が改正され、議員個人の請負の

規制が緩和されました。このことを背景に芦

屋町は請負の透明性を確保し、議会運営の公

正と事務執行の適正をはかることを目的に条

例を制定しました。

芦屋町議会議員の請負の状況の

公表に関する条例を制定しました。

場　所：芦屋町議会第３委員会室
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町かど町かど 　第２２代商工会青年部部長の八木孝雄さん

（八木モータース）に青年部や町への想いをイ

ンタビューしたっちゃ！

部員、大募集中です！！部員、大募集中です！！

芦
屋
町
商
工
会
青
年
部
の

概
要
や
活
動
は
？

商
工
会
の
会
員
で
町
内
外

の
45
歳
以
下
の
経
営
者
や

後
継
者
が
、
芦
屋
町
を
よ
り
良
く

活
性
化
す
る
よ
う
に
考
え
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
や
地
域
貢
献
活
動
を
行

い
自
分
た
ち
の
資
質
向
上
を
目
指

す
団
体
で
す
。

　　

大
盛
況
だ
っ
た
今
回
の
防
災

イ
ベ
ン
ト
開
催
経
緯
は
？

今
回
学
ん
で
も
ら
っ
た
サ

バ
イ
バ
ル
術
は
知
識
と
し

て
知
っ
て
い
て
も
、
体
験
し
な
い

と
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
感
覚
で

楽
し
く
覚
え
ら
れ
た
ら
良
い
な
ぁ

と
思
っ
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
し
ま

し
た
。

僕
た
ち
青
年
部
は
地
域
の

活
性
化
に
努
め
、
こ
の
町

が
よ
り
良
い
町
に
な
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い

る
方
、
ぜ
ひ
僕
た
ち
と
一
緒
に
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
経
営
者
で

な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
！！

　
皆
で
芦
屋
町
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
！！
芦
屋
町
商
工
会
ま
で
ご

連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

以
上
、勧
誘
の
お
知
ら
せ
で
し
た
。

Ｑ

Ｑ Ｑ

Ａ

Ａ Ａ

ＱＡ

インタビューインタビュー

芦
屋
町
商
工
会
青
年
部
に
聞
い
た
！

芦
屋
町
商
工
会
青
年
部
に
聞
い
た
！

町
へ
の
想
い
を
ひ
と
こ
と
。

イベント進行中の八木さん

商工会青年部長　八木孝雄さん

現
在
の
部
員
数
は
？

現
在
の
部
員
は
18
人
で
す
。

芦
屋
町
商
工
会
青
年
部
に
聞
い
た
！

部員、大募集中です！！

議
会
だ
よ
り
あ
し
や
／
発
行
●
芦
屋
町
議
会
　
編
集
●
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
〒8

0
7
-0
1
9
8

福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
幸
町2

-2
0

　
☎0

9
3

（2
2
3

）3
5
7
9

　
印
刷
●
社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
コ
ロ
ニ
ー

【
発
行
責
任
者
】

　
議
　
長
　
　
内
海
　
猛
年

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
　
長
島
　
　
毅

　
副
委
員
長
　
貝
掛
　
俊
之

　
委
　
員
　
　
本
田
　
　
浩

　
委
　
員
　
　
萩
原
　
洋
子

　
委
　
員
　
　
香
田
　
一
之

　
委
　
員
　
　
田
中
　
　
太

編編  

集集  

後後

  

記記

　
近
年
の
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
技
術
は
こ
れ
ま
で
に

な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
化
を

遂
げ
て
い
ま
す
。
医
療
分

野
で
は
新
薬
開
発
や
癌が

ん

の

早
期
発
見
、
産
業
分
野
で

は
労
働
力
不
足
の
解
消
な

ど
『
期
待
』
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
偽
物
動
画
や
詐
欺
、

自
立
型
Ａ
Ｉ
兵
器
な
ど『
不

安
』
の
声
も
あ
り
ま
す
。

　
特
に
詐
欺
で
は
声
や
方

言
ま
で
も
が
生
成
で
き
る

そ
う
で
す
。
本
物
を
見
分

け
る
た
め
に
一
呼
吸
お
く

こ
と
と
、
家
族
で
話
し

合
っ
た
忍
者
の
合
言
葉

(

ア
ナ
ロ
グ)

で
し
の
ぎ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
田
中
　
太
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